
生活科・総合的な学習の時間に係る校内研修の工夫 佐伯市立渡町台小学校

渡町台小学校では、生活科・総合的な学習の時間の単元づくり・授業づくりに関する校内研修を行い、各学級において実施する「単元の指導計画」「単元の目標・評価規
準」を作成している。作成に当たっては、学習指導要領解説・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所）・各地域における実践
事例等を参考にしている。

取組概要

◆生活科の単元づくり・評価規準設定に当たり、
（１）学習指導要領に示す各内容（１）～（９）の構造を確認する。（写真①）
（２）「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料に掲載されている

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を、単元の指導計画例に位置付ける演
習を行い、具体的な学習活動に即した評価規準を設定するイメージをもつことがで
きるようにする。

（３）（１）（２）を踏まえ、２学期以降に実践する単元の指導計画・単元の評価
規準を設定する。

◆総合的な学習の時間の単元づくり・評価規準設定に当たり、
（１）渡町台小学校の総合的な学習の時間の全体計画・育成を目指す資質・能力

系統表を確認する。
（２）各学級で作成している単元の指導計画と（１）を踏まえて単元の評価規準を

設定する。
（３）単元の指導計画に、評価規準を落とし込み評価場面を明確にする。

※先行して作成している学級の指導計画と評価規準の説明を受けて、上記（１）～
（３）に各自で取り組む。

工夫・ポイント 写真①

内容構造の確認と評価規準の設定


